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4.家族形成のタイミングの希望と実現
（1） 「何歳までに結婚したいか」「何歳までに

子どもを持ちたいか」の希望
　近年、若年未婚者の結婚意欲の低下や出生意
欲の低下が注目されている。国立社会保障・人
口問題研究所の「出生動向基本調査」の第16回調
査（2021年）の結果によると、18 ～ 34歳の未婚
者で「いずれ結婚するつもり」と考える者の割合

は、男性で81.4%、女性84.3%であり、第15
回調査（2015年）と比べて、男性では4.3%ポイ
ント、女性では5%ポイント減少している（国立
社会保障・人口問題研究所2023）。また、結婚
意思のある18 ～ 34歳の未婚者に何人くらい子
どもが欲しいかを尋ねた結果、男性で1.82人、
女性で1.79人であり、男女ともに減少が続いて
いる（国立社会保障・人口問題研究所2023）。

「働き方とライフスタイルの変化に関する全国調査
2023」からみる幸福、タイムプレッシャー、
希望の結婚・出産年齢、希望の介護（後編）
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要約
　本稿は、東京大学社会科学研究所が2007 年から継続して実施している「働き方とライフスタイ
ルの変化に関する全国調査」の2023年調査に関する基礎的な分析をまとめたものである。下記に挙
げるテーマについて分析した。（1）幸福をめぐる人々の考え方とその関連要因、（2）誰が時間に追
われており、タイムプレッシャーを感じやすいのか、（3）何歳までに結婚したいか、子どもを持ち
たいかについての2時点間比較、（4）介護が必要になった場合の希望する介護場所と介護者、とい
う4 つのトピックを分析した。

【注：当稿は10月号前編、11月号後編として2カ月に分けて紹介する】1

1　本稿は、東京大学社会科学研究所パネル調査プロジェクト・ディスカッションペーパーシリーズ No.174『「働き方
とライフスタイルの変化に関する全国調査 2023」分析結果報告：パネル調査からみる幸福、タイムプレッシャー、
希望の結婚・出産年齢、希望の介護』（2024年3月）に加筆・修正したものである。本稿は、日本学術振興会（JSPS）
科学研究費補助金基盤研究（S）（18103003 , 22223005）、特別推進研究（25000001 , 18H05204）の助成を受けて行っ
た研究成果の一部である。東京大学社会科学研究所パネル調査の実施にあたっては社会科学研究所研究資金、（株）
アウトソーシングからの奨学寄付金を受けた。調査は一般社団法人中央調査社に委託して実施した。パネル調査デー
タの使用にあたっては社会科学研究所パネル調査運営委員会の許可を受けた。
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　一方で、結婚意欲や出生意欲のある人々が、
いつ頃までにそれらのライフイベントを経験し
たいと考えているのか、そしてそれを実現でき
ているのかという点については、これまであま
り焦点が置かれてこなかった。日本社会では未
婚化だけでなく晩婚化、晩産化も進行しており、
2022年時点の平均初婚年齢は男性で30.1歳、
女性で29.7歳、第1子出生時の母親の平均年齢
は30.9歳にまで上昇した（厚生労働省2023）。
このような結婚や子どもを持つタイミングの遅
れは、人々のなかで、いつ頃までにこれらのラ
イフイベントを経験したいかという希望の時期
がかつてよりも遅れていることによるものだろ
うか。また、その希望はどの程度実現されてい
るのだろうか。
　JLPSでは、Wave1およびWave17で、未婚
で結婚意欲のある回答者に、何歳までに結婚し
たいかを、また、出生意欲のある回答者2に、何
歳までに子どもが欲しいかを尋ねた。

　Wave1では、正規の社員・職員として仕事
に就いた経験、親とちがうところに住んだ経験、
結婚の経験、子どもを持った経験について、そ
れぞれ調査時点までの経験の有無と、今後の経
験意欲の有無を尋ね、意欲がある場合は何歳ま
でに経験したいか、具体的な年齢を数値で回答
してもらう方式で尋ねた。
　Wave17では結婚意欲についての設問の付問
として、「ぜひ結婚したい」あるいは「できれば結
婚したい」と回答した人々に、自分自身が何歳に
なるまでに結婚したいか、具体的な年齢を数値
で回答してもらう方式で尋ねた。同様に、出生
意欲についての設問の付問として、「男の子が欲
しい」「女の子が欲しい」「男女問わず欲しい」と
回答した人々に、自分自身が何歳になるまでに
子どもが欲しいかを尋ねた。
　本節では、これらの質問項目を用いて、次の2
点について検討する。第1に、若年・壮年層（24
～ 40歳3）における「何歳までに結婚したいか」

2　すでに子どもがいる回答者の追加出生意欲も含む。
3　回答者の年齢が、Wave1では20 ～ 40歳、Wave17では24 ～ 57歳であり、両時点で年齢層を統一させるため、24

～ 40歳に分析対象を限定した。

表2　男女別・調査年別にみた「何歳までに結婚したいか」の平均年齢

N Mean Std. dev. Min Max

男性
2007 年 584 34.64 4.71 25 50

2023 年 198 34.75 5.28 25 50

女性
2007 年 515 33.43 4.75 25 50

2023 年 246 33.33 5.07 25 65

図10　男女別・調査年別にみた「何歳までに結婚したいか」の分布
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および「何歳までに子どもを持ちたいか」の希望
が、2007年時点と2023年時点でいかに変化し
たのかを比較する。第2に、2007年時点でのこ
れらの希望をどの程度の人々が実現したのかを、
その後の追跡調査の回答から明らかにする。

（2） 2007年時点と2023年時点の若年・
壮年層の意識の変化

　はじめに、性別および調査年別に「何歳まで
に結婚したいか」の回答の記述統計を表2に示し
た。男性は、2007年では34.64歳、2023年で
は34.75歳であり、ほとんど変化はみられない。
女性においても同様に、2007年では33.43歳、
2023年では33.18歳とほとんど変化していない
ことがわかる。
　次に、値を5歳ごとの階級に区分し、性別お
よび調査年別に回答の分布を比較した（図10）。
男性は、2007年に比べて2023年では35–39歳
までの層が約7％ポイント減少し、25–29歳まで

の層、45–49歳までの層がそれぞれ微増してい
る。女性は40–44歳までの層が約5％ポイント
減少したものの、ほとんど分布に差異はみられ
ない。
　続いて、「何歳までに子どもを持ちたいか」の
回答の記述統計を表3に示した4。男性は2007
年では35.80歳、2023年では35.38歳、女性は
2007年では34.53歳、2023年では34.29歳である。
いずれも、「何歳までに結婚したいか」の希望と
同様に、時代による違いはほとんどみられない。
　図11には、値を5歳ごとの階級に区分した場
合の性別および調査年別の回答分布を示した。
この結果からも、2007年と2023年で大きな変
化はないことが読み取れる。

（3） 「何歳までに結婚したいか」「何歳までに
子どもを持ちたいか」の希望の実現

a. 希望の実現率
　続いて、Wave1（2007年）調査で「何歳までに

4　Wave17（2023年）は、すでに子どもがいる者もこの設問の回答対象となっているため、調査時点で子どもがいない
人に限定して分析した。

表3　男女別・調査年別にみた「何歳までに子どもを持ちたいか」の平均年齢

N Mean Std. dev. Min Max

男性
2007 年 714 35.80 4.30 26 46

2023 年 201 35.38 4.86 25 50

女性
2007 年 621 34.53 4.14 25 46

2023 年 314 34.29 4.00 26 45

図11　男女別・調査年別にみた「何歳までに子どもを持ちたいか」の分布
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結婚したいか」「何歳までに子どもを持ちたいか」
の質問項目に回答した人々を分析対象として、
その希望を実現した人々はどの程度いるのか、
また、どのような人々が実現できたのかを検討
する。
　希望の実現の操作的定義は次のとおりである。
まず、2007年時点で回答した「何歳までに結婚
したいか（子どもを持ちたいか）」の希望年齢まで
に結婚（第1子出生）を経験した場合、「希望が実
現した」とした5。次に、2007年時点で回答した
希望年齢よりも上の年齢で結婚（第1子出生）を
経験した場合、あるいは、2023年時点の年齢が
2007年時点で回答した希望年齢よりも上で未婚

（子どもがいない）場合は「希望が実現しなかっ
た」とした。最後に、2023年時点の年齢が2007
年時点で回答した希望年齢以下で未婚の場合は

「まだ希望の年齢に至っていない」とした。
　表4に「何歳までに結婚したいか」の希望の実
現率を男女別に示した。2007年時点の希望がそ
の後に実現したのは男性で約3割、女性で約4割
である。続いて表5には、「何歳までに子どもを
持ちたいか」の希望の実現率を示した。男女とも

に、2007年時点の希望が実現したのは約15％で
あり、結婚と比べると実現率が低いことがわかる。

b. 希望が実現したのはどのような人々か？
　では、希望が実現したのはどのような人々だ
ろうか。表4 ・表5からもわかるように、2007
年時点での希望年齢にまだ至っていないケース
はごくわずかであるため、ここからは、希望が
実現した人々としなかった人々に限定して分析
を行う。
　まず、表6 ・表7には、希望の実現の有無別
に2007年時点の「何歳までに結婚したいか」「何
歳までに子どもを持ちたいか」の平均年齢を示し
た。これは、希望が実現した人々のほうが、希
望の年齢をより遅く設定していたため実現しや
すかった、あるいは、希望が実現しなかった人々
のほうが、希望の年齢をより若く設定していた
ため実現しにくかったという可能性が考えられ
るためである。表6 ・表7の結果をみると、いず
れも、希望が実現した人々としなかった人々の
間で、2007年時点の希望年齢に大きな差はない
ことがわかる。つまり、実現した人々の希望年

5　前述したように、JLPSではWave1（2007年）およびWave17（2023年）の2時点でのみ「何歳までに結婚したいか」「何
歳までに子どもを持ちたいか」を尋ねている。したがって、本節で検証しているのは、2007年時点の希望がその後も
変化していないと仮定した場合の希望の実現である。

表4　「何歳までに結婚したいか」の希望の実現率

男性 (n=414) 女性 (n=470)

希望が実現した 31.9 41.1

実現しなかった 66.7 58.5

まだ希望の年齢に
至っていない 1.4 0.4

合計 100 100

表5　「何歳までに子どもを持ちたいか」の希望の実現率

男性 (n=277) 女性 (n=370)

希望が実現した 15.5 13.0

実現しなかった 83.4 87.0

まだ希望の年齢に
至っていない 1.1 0.0

合計 100.0 100.0

表6　希望の実現の有無別にみた「何歳までに結婚したいか」の平均年齢

N Mean Std. dev. Min Max

男性
希望が実現した 132 32.48 4.55 23 41

実現しなかった 276 32.79 4.87 21 45

女性
希望が実現した 193 30.90 4.31 24 50

実現しなかった 275 31.92 5.45 22 50

表7　希望の実現の有無別にみた「何歳までに子どもを持ちたいか」の平均年齢

N Mean Std. dev. Min Max

男性
希望が実現した 43 33.19 4.33 26 41

実現しなかった 231 33.09 4.42 23 46

女性
希望が実現した 48 31.85 4.44 23 42

実現しなかった 322 31.68 3.88 24 40
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齢がより遅かったというわけでも、実現しなかっ
た人々の希望年齢がより若かったというわけで
もないようである。
　次に、2007年時点の回答者自身の状況や出身
背景に着目して、「何歳までに結婚したいか」「何
歳までに子どもを持ちたいか」の希望の実現の要
因を検討した。
　従属変数は、上述した「何歳までに結婚したい
か」「何歳までに子どもを持ちたいか」の希望の
実現についての変数であり、希望が実現した場
合は1、実現しなかった場合は0をとるダミー変
数である。
　独立変数には、2007年時点の回答者の年齢、
学歴、従業上の地位、暮らしむき、家庭生活に
対する重要度、希望年齢までの残り年数、父親

の学歴、母親の学歴、15歳時の父親の職業、15
歳時の暮らしむき、15歳時の家庭の雰囲気を用
いた。家庭生活に対する重要度とは、「次の事が
らは、あなたにとってどれほど重要ですか。あ
てはまる番号１つに○をつけてください」という
設問の「結婚して幸せな家庭生活を送ること」と
いう項目に対する回答が「とても重要」だった場
合に1、「少し重要」あるいは「重要ではない」だっ
た場合に0をとる変数である。希望年齢までの
残り年数とは、「何歳までに結婚したいか」「何
歳までに子どもを持ちたいか」の年齢から2007
年時点の回答者の年齢を減算したものである。
15歳時の暮らしむきは、1 ～ 5の値をとり、豊
かだったほど大きな値をとる変数である。15歳
時の家庭の雰囲気は、「あなたが15歳だった頃（中

表8　「何歳までに結婚したいか」の希望の実現の規定要因

男性 女性

Coef. S.E. Coef. S.E.

2007年時点の年齢（ref. 20-24歳）

　25-29歳 .197 .324 -.003 .275

　30-34歳 -.297 .358 -.609 .348

　35-40歳 .260 .521 -1.574 .478 **

2007年時点の学歴（ref. 高卒以下）

　短大・大学・大学院卒 .064 .298 .074 .245

2007年時点の従業上の地位（ref. 正規雇用）

　非正規雇用 -.038 .401 -.569 .270 *

　経営者・自営業主 -.189 .467 .035 .868

　無職・学生 -.170 .357 -1.129 .320 ***

2007年時点の暮らしむき .933 .251 *** -.224 .211

2007年時点の家庭生活への重要度（ref.少し重要・重要ではない）

　とても重要 .971 .324 ** .300 .281

「何歳までに結婚したいか」の年齢までの残り年数（ref. 0-2年）

　3-5年 .017 .344 .584 .286 *

　6-8年 .509 .393 .938 .360 **

　9年以上 .562 .472 1.520 .463 **

父親の学歴（ref. 高卒以下）

　短大・大学・大学院卒 .402 .335 .426 .268

母親の学歴（ref. 高卒以下）

　短大・大学・大学院卒 -.566 .365 -.194 .278

15歳時の父親の職業（ref. 専門・管理職）

　事務・販売・サービス職 .014 .331 -.113 .294

　ブルーカラー職 -.067 .322 .094 .300

　無職・その他・不在・不明 -.004 .506 .132 .372

15歳時の暮らしむき -.379 .202 -.029 .164

15歳時の家庭の雰囲気 .180 .163 -.052 .138

Log likelihood -200.525 -256.615

R2 .080 .090

n 341 414

注：*** p<.001, ** p<.01, * p<.05
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学卒業時）、あなたの育った家庭の雰囲気はいか
がでしたか」という質問項目を用いており、1 ～
4の値をとり、より大きな値であるほど家庭が温
かい雰囲気だったことを表す変数である。
　表8には、「何歳までに結婚したいか」の希望
の実現の有無を従属変数とした2項ロジスティッ
ク回帰分析の結果を示した。男性の分析結果で
は、2007年時点での暮らしむきが良いほど、ま
た、「結婚して幸せな家庭生活を送ること」の重
要度が高いほど、希望を実現しやすいことがわ
かる。女性では、2007年時点の年齢が20-24歳
に比べて35-40歳の場合、また、2007年時点の
従業上の地位が正規雇用に比べて無職・学生の
場合、希望を実現しにくい。また、希望年齢ま
での残り年数が長いほど、希望を実現しやすい

という結果が得られた。
　表9には、「何歳までに子どもを持ちたいか」
の希望の実現の有無を従属変数とした2項ロジ
スティック回帰分析の結果を示した。男性のみ、
高卒以下に比べて短大・大学・大学院卒である
と希望を実現しにくいことが示された。しかし、
ほとんどの変数が統計的に有意な影響を及ぼし
ておらず、「何歳までに子どもを持ちたいか」の
希望の実現については、2007年時点の回答者の
状況や出身背景によって説明できない部分が大
きいようである。

（4） 小括
　本節では、若年・壮年層における「何歳までに
結婚したいか」および「何歳までに子どもを持ち

表9　「何歳までに子どもを持ちたいか」の希望の実現の規定要因

男性 女性

Coef. S.E. Coef. S.E.

2007年時点の年齢（ref. 20-24歳）

　25-29歳 .419 .473 -.099 .450

　30-34歳 .128 .602 .204 .551

　35-40歳 .074 .737 .039 .932

2007年時点の学歴（ref. 高卒以下）

　短大・大学・大学院卒 -1.420 .472 * -.223 .383

2007年時点の従業上の地位（ref. 正規雇用）

　非正規雇用 -1.001 1.175 -.609 .457

　経営者・自営業主 -.353 .667 1.145 .962

　無職・学生 .486 .558 -.141 .502

2007年時点の暮らしむき .608 .342 -.421 .328

2007年時点の家庭生活への重要度（ref.少し重要・重要ではない）

　とても重要 .087 .510 1.145 .654

「何歳までに子どもを持ちたいか」の年齢までの残り年数（ref. 0-2年）

　3-5年 .505 .637 .338 .580

　6-8年 .675 .679 .479 .656

　9年以上 .764 .798 1.058 .717

父親の学歴（ref. 高卒以下）

　短大・大学・大学院卒 -.327 .519 .039 .434

母親の学歴（ref. 高卒以下）

　短大・大学・大学院卒 .661 .546 .363 .479

15歳時の父親の職業（ref. 専門・管理職）

　事務・販売・サービス職 .822 .504 .307 .478

　ブルーカラー職 .384 .498 .658 .478

　無職・その他・不在・不明 -.253 .757 .455 .596

15歳時の暮らしむき -.257 .298 -.065 .245

15歳時の家庭の雰囲気 .016 .276 -.261 .214

Log likelihood -98.596 -120.058

R2 .094 .064

n 235 334

注：*** p<.001, ** p<.01, * p<.05
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たいか」の希望が2007年時点と2023年時点でい
かに変化したのか、また、それらの希望をその
後どの程度の人々が実現したのか検討した。
　1点目の時点間での意識の変化については、
結婚・子どもを持つことのいずれにおいても、
2007年時点と2023年時点でほとんど変化はみ
られなかった。厚生労働省の「人口動態調査」に
よると、2005年から2020年にかけて、平均初
婚年齢は男性で1.2歳、女性で1.4歳、第1子出
生時の母親の平均年齢は1.6歳遅くなっている

（厚生労働省2023）。このように、結婚や子ども
を持つことを実際に経験する年齢は時代ととも
に遅くなっているのに対し、結婚意欲や出生意
欲のある人々の「何歳までに経験したいか」とい
う希望は、この16年間でほとんど変化していな
い。このことからは、人々の「何歳までに結婚し
たいか（子どもを持ちたいか）」の希望と、実際の
経験年齢との間のギャップがより大きくなって
いることが示唆される。
　2点目に、これらの希望を実現した人々はどの
程度存在するのか、またどのような要因が希望の
実現に影響を及ぼしているのかを検討した。結
婚について、何歳までに経験したいかの希望を
実現した割合は男性で約3割、女性で約4割であっ
た。子どもを持つことについては、男女ともに約
15％であり、結婚と比べて実現率が低かった。
　希望の実現に影響を及ぼす要因として、2007
年時点の回答者自身の状況と出身背景に着目し
て分析を行った結果、男性では主に経済的な豊
かさが、女性では雇用の安定性と、年齢や希望
時期までの残り年数が、「何歳までに結婚したい
か」の希望の実現に正の影響を及ぼすことが示さ
れた。経済的な豊かさや安定的な雇用での就業
が結婚への移行を促すことはよく知られている
が（e.g. 麦山 2017）、単に結婚しやすいだけで
はなく、希望していた時期までの結婚を実現し
やすいということが新たに明らかになった。
　また、三輪（2019）によると、男性は、配偶者
選択の基準として、相手の容姿・外見を重視す
ると回答した割合は約6割、年齢を重視すると
回答した割合は約5割に達するが、年収を重視
する、あるいは学歴を重視するという回答は極
めて低かった。その一方で女性は、相手の年収
を重視すると回答した割合は約6割、容姿・外
見を重視する割合、年齢を重視する割合はそれ
ぞれ5割程度、学歴を重視する割合は約3割だっ
たという。「何歳までに結婚したいか」の希望の

実現に、男性は経済的な豊かさ、女性は年齢的
な要因が影響を及ぼすという本節の分析結果に
は、このような配偶者選択基準のジェンダー差
が反映されていると考えられる。
　「何歳までに子どもを持ちたいか」の希望の実
現に関しては、投入した独立変数のほとんどが
統計的に有意な影響を及ぼさなかった。子ども
を持つことは、結婚と比べて自分自身の意思で
コントロールできない要素が大きい。また、多
くの場合、過去に抱いていた希望よりも、その
時点での自身や配偶者が置かれた状況に応じて、
子どもを持つか持たないかや、持つタイミング
を決定すると想定される。そのため、結婚より
も子どもを持つことのほうが「何歳までに経験し
たいか」の希望の実現率も低く、その希望を抱い
ていた当時の自身の状況や出身背景によって説
明できない部分が大きいのかもしれない。
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◦厚生労働省、2023、「令和4年（2022）人口

動態統計月報年計（概数）の概況」、厚生労
働 省 ホームペ ージ、（2024年2月9日取 得、
https://www.mhlw.go. jp/toukei/saikin/
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pdf）。

◦国立社会保障・人口問題研究所、2023、『現
代日本の結婚と出産――第16回出生動向基本
調査（独身者調査ならびに夫婦調査）報告書』、
厚生労働省ホームページ、（2024年2月21日
取得、https://www.ipss.go.jp/ps-doukou/j/
doukou16/JNFS16_ReportALL.pdf）。

◦三輪哲、2019、「結婚を阻む『壁』の在り処―
―結婚意識と配偶者選択」佐藤博樹・石田浩
編『出会いと結婚』勁草書房、15–43。

◦麦山亮太、2017、「職業経歴と結婚への移行
――雇用形態・職種・企業規模と地位変化の
効果における男女差」『家族社会学研究』29

（2）:129–141。
（俣野美咲）

5.希望する介護場所と介護者
（1） はじめに
　2000年に介護保険制度が創設されて以降、介
護のあり方は大きく変化した。厚生労働省「介護
保険事業報告」の2000年と2017年調査によれば、
介護保険創設後の17年で、居宅サービス利用者
は約3.8倍、施設サービス利用者は約1.8倍に増
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えている。介護保険制度以前の主な介護提供主
体は家族であったが、介護保険制度以降は、主
な介護提供主体は家族および非家族（公的介護
サービスなど）になりつつあるということだ。こ
の変化は、主に公的介護サービス利用の拡大に
よってもたらされたと考えられる。しかしなが
ら、非家族によって提供される介護サービスが、
家族介護を完全に代替するケースは稀である。
介護が必要になった場合には、公的介護サービ
スを利用しながら、在宅や施設で家族介護を継
続することが多いからである。内閣府が2017年
に実施した「高齢者の健康に関する調査」による
と、「介護が必要になった時に誰に依頼したいか」
という質問に対して、男性では72.8%が、女性
では56.8%が家族に依頼したいと回答しており、
要介護者が家族による介護を希望していること
も確認できる。この点を踏まえると、持続可能
な介護提供体制を設計する前段階として、介護
が必要になった際に希望する介護場所や介護者
を把握する必要がある。
　こうした背景のもと、本稿では、「東大社研パ
ネル調査」の「継続・追加・リフレッシュサンプ
ル」を用いて、以下の3点を明らかにする。第1
に、希望する介護場所と介護者について男女別
に集計する。基礎的な属性に基づいた集計をす
ることで、人々はどのような介護を希望してお
り、希望する介護は属性によってどのように異
なるのかを明らかにすることが目的である。第2
に、希望する介護場所や介護者は、どのような
属性によって規定されているのかを明らかにす
るために、様々な属性を考慮して多変量解析を
おこなう。

（2） 希望する介護場所
　本節では、希望の介護場所について男女別に

集計をおこなう。集計に用いるデータは、東大
社研パネル調査の継続・追加・リフレッシュサ
ンプルである。この調査は、日本全国に居住す
る20 ～ 34歳（若年調査）と35 ～ 40歳（壮年調査）
の男女を母集団として地域・都市規模・性別・
年齢により層化し、対象者を抽出した追跡調査
である。2007年1月から4月に第1回目（Wave1）
の調査を郵送配布・訪問回収の方法で行い、「若
年調査」は3367、「壮年調査」は1433のケースを
回収した。アタック数に対する回数率は、それ
ぞれ34.5%と40.4%である。2007年からの「継
続サンプル」は、毎年少しずつ脱落する者がい
るため、アタックできる数が徐々に少なくなり、
サンプルサイズが縮小していく。この点を考慮
して、2011年には「追加サンプル」を補充した。
同年齢の24 ～ 38歳（若年）と39 ～ 44歳（壮年）
の対象者を抽出し、郵送配布・郵送回収の方法
により、712（若年）、251（壮年）のケースを回収
した。その後これらの対象者も毎年追跡してい
る。また2007年から実施している追跡調査と同
様に、地域・都市規模・性別・年齢により層化
した上で、20 ～ 31歳（2019年時点）の対象者を
全国から抽出し、2019年に郵送配布・訪問回収
の方法で調査を実施した。2380のケースを回収
し、アタック数に対する回収率は36.1%である。

「リフレッシュサンプル」調査についても、2019
年以降、同一の人々を毎年追跡している。本稿
では、希望の介護場所と介護者について尋ねて
いる2023年調査を用いる。
　希望する介護場所については、「将来もし日常
生活を送る上で介護が必要になった場合、主に
どこで介護を受けたいですか。現在介護を受け
ている場合にはご希望をお答えください」という
質問で測定している。回答選択肢は、「自宅」「子
どもの家」「親族の家」「介護施設や老人ホーム」

表10　男女別にみた希望する介護場所（%）

自宅 子どもの家 親族の家 介護施設や老人ホーム 医療機関

男女計 35.87 0.44 0.48 52.63 7.69

男性 40.01 0.44 0.88 49.10 7.33

女性 32.87 0.44 0.20 55.18 7.95

表11　男女別にみた希望する介護者（%）

配偶者 子ども その他の親族 知人・友人 介護職等の専門家

男女計 19.45 5.74 1.52 0.18 69.21

男性 26.27 3.45 1.75 0.27 64.15

女性 14.52 7.40 1.34 0.12 72.86
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「医療機関」が与えられている。表10は男女別に
希望する介護の場所を集計した結果である。男
女全体については、最も多いのが「介護施設や老
人ホーム」で52.63%、続いて「自宅」が35.87%、

「医療機関」が7.69%となっている。男性につ
いても同様の順で、「介護施設や老人ホーム」が
49.10%、「自宅」が40.01%、「医療機関」が7.33%
となっている。女性についても同様で、「介護施
設や老人ホーム」が55.18%、「自宅」が32.87%、

「医療機関」が7.95%となっている。男女別の集
計に着目すると、回答割合の高い選択肢の順序
については同様であるものの、男性では女性よ
りも「自宅」を希望する割合が高く、女性では男
性よりも「介護施設や老人ホーム」を希望する割
合が高くなっている。

（3） 希望する介護者
　次に、希望の介護者について男女別に集計を

おこなう。希望する介護者については、「将来
もし日常生活を送る上で介護が必要になった場
合、主に誰に介護を頼みたいですか。現在介護
を受けている場合にはご希望をお答えください」
という質問で測定している。回答選択肢は、「配
偶者」「子ども」「その他の親族」「知人・友人」

「介護職等の専門家」が与えられている。表11は
男女別に希望する介護の場所を集計した結果で
ある。男女全体については、最も多いのが「介
護職等の専門家」で69.21%、続いて「配偶者」が
19.45%、「子ども」が5.74%となっている。男
性についても同様の順序で、「介護職等の専門
家」で64.15%、続いて「配偶者」が26.27%、「子
ども」が3.45%となっている。女性についても
同様で、「介護職等の専門家」で72.86%、続い
て「配偶者」が14.52%、「子ども」が7.40%となっ
ている。男女別の集計に着目すると、回答割合
の高い選択肢の順序については同様であるもの

本人収入

配偶者有

子ども有

-0.10 0.10-0.05 0.050.00

測定値（Y：希望する介護場所（施設））

介護有

年齢

男性

図12　希望する介護場所（施設）の規定要因
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の、男性では女性よりも「配偶者」を希望する割
合が高く、女性では男性よりも「介護職等の専
門家」や「子ども」を希望する割合が高くなって
いる。

（4） 希望する介護場所の規定要員
　本節では、先述の希望する介護場所の規定要
因について分析をする。ここでは、性別の他に、
年齢、本人収入、仕事以外の介護の有無、配偶
者の有無、子どもの有無を用いる。アウトカム
は施設（「介護施設や老人ホーム」「医療機関」）
と非施設（「自宅」「子どもの家」「親族の家」）
の2値に分類した。推定には最小二乗法を、標
準誤差の計算には頑健な手法を用いている。図
12が分析結果である。点は点推定値を、エラー
バーは信頼区間を示している。分析結果からは、

（1）年齢が高いと希望する介護場所として施設
系を希望する確率が低くなること、（2）男性は

女性よりも希望する介護場所として施設系を希
望する確率が低くなること、（3）子どもがいる
場合にはいない場合よりも希望する介護場所と
して施設系を希望する確率が低くなることがわ
かる。

（5） 希望する介護者の規定要員
　次に、介護者の規定要因について分析をする。
ここでも同様に、規定要因の変数として性別、
年齢、本人収入、仕事以外の介護の有無、配偶
者の有無、子どもの有無を用いる。アウトカム
は非家族（「介護職等の専門家」「知人・友人」）
と家族（「配偶者」「子ども」「その他の親族」）
の2値に分類した。推定には最小二乗法を、標
準誤差の計算には頑健な手法を用いている。図
13が分析結果である。点は点推定値を、エラー
バーは信頼区間を示している。分析結果からは、

（1）男性は女性よりも希望する介護者として非

本人収入

配偶者有

子ども有

-0.2 0.0-0.1

測定値（Y：希望する介護者（非家族））

介護有

年齢

男性

図13　希望する介護者（非家族）の規定要因
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家族を希望する確率が低く（家族を希望する確
率が高く）なること、（2）配偶者がいる場合には
いない場合よりも希望する介護者として非家族
を希望する確率が低く（家族を希望する確率が
高く）なることがわかった。

（6） 小括
　本節では、「東大社研パネル調査」の最新デー
タを用いて、（1）希望する介護場所と介護者に
ついて男女別に集計する、（2）希望する介護場
所や介護者は、どのような属性によって規定さ
れているのかを明らかにする、という2点の分
析をおこなった。
　（1）については、以下の4点が明らかになっ
た。第1に、希望する介護場所として最も回答
割合が高いのは全体でも男女別でも「介護施設
や老人ホーム」である。第2に、男性では女性
よりも「自宅」での介護を望む割合が高い。第3
に、希望する介護者として最も回答割合が高い
のは全体でも男女別でも「介護職等の専門家」で
ある。第4に、男性は女性よりも「配偶者」に介
護を望む割合が高い。このことからは、希望す
る介護についてはジェンダー差の存在が示唆さ
れる。
　（2）については、以下の5点が明らかになっ
た。第1に、年齢が高いと希望する介護場所と
して施設系を希望する確率が低くなる。第2に、
男性は女性よりも希望する介護場所として施設
系を希望する確率が低くなる。第3に、子ども
がいる場合にはいない場合よりも希望する介護
場所として施設系を希望する確率が低くなる。
第4に、男性は女性よりも希望する介護者とし
て非家族を希望する確率が低く（家族を希望す
る確率が高く）なる。第5に、配偶者がいる場合
にはいない場合よりも希望する介護者として非
家族を希望する確率が低く（家族を希望する確
率が高く）なる。

（大久保 将貴）

6.おわりに
　最後に本稿の分析結果をまとめておく。最初
のテーマである幸福をめぐる人々の考え方で
は、主観的な幸福度と関連する要因を分析した。
最も重要なのは、暮らし向きであった。現在の
生活が豊かであるほど、幸せであると感じる度
合いは高くなる。暮らし向きに続くのが、主観
的健康度である。自身の健康状態が良いほど、

幸福度が高い。3番目の要因として、社会的繋
がり（何か問題が起きたときに相談したり頼ん
だりできる人が存在）がある場合には、幸福度
が高い傾向にあった。
　第2のテーマであるタイムプレッシャーの分
析では、誰がタイムプレッシャーを感じやすい
のかを検証した。男女ともに労働時間が長時間
に及ぶ場合には、タイムプレッシャーを感じや
すく、さらに女性の場合には家事労働時間が長
いほど急いでいると感じやすい傾向があった。
睡眠時間についてみると、女性でのみ起床また
は就寝時刻が特に決まっていない場合には、タ
イムプレッシャーが弱いという関連がみられ
た。、生活時間のあり方が、時間に対する意識
に影響を与えている可能性がある。
　第3のテーマは、結婚や子どもを持つ年齢に
ついての分析である。2007年と2023年の時点
間の比較では、「何歳までに結婚したいか」と「何
歳までに子どもを持ちたいか」の希望について
大きな意識変化は観察されなかった。実際の結
婚・出産年齢はこの間に上昇しているので、希
望と実際の経験年齢のギャップが時点間で広
がったことが推察される。これらの希望を実現
した人々がどのくらい存在するのかを調べる
と、希望の年齢までに結婚した人の割合は、男
性で約3割、女性で約4割であり、希望の年齢
までに子どもを持った人の比率は、男女ともに
約15％であった。
　4つ目のテーマである希望する介護場所・介
護者の分析では、介護場所として最も希望が多
いのは、男女共に「介護施設や老人ホーム」で
あった。希望する介護者については、最も希望
が多いのは、男女共に「介護職等の専門家」で
あった。希望する場所の規定要因を調べると、
年齢が高いほど、女性は男性より、子どもがい
ない場合にはいる場合よりも、介護場所として
施設系を希望する傾向があった。希望する介護
者については、男性は女性よりも、配偶者がい
る場合にはいない場合よりも、家族を希望する
傾向があった。

（石田 浩）
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◇  告　知　板
10月の時事世論調査

10月の時事世論調査によると、
新たに発足した石破内閣の支持
率は28.0％、不支持率は30.1％
だった。９月の岸田内閣最後の支
持率である18.7％より10ポイン
ト以上上回ったが、歴代直近３内
閣（岸田、菅、第二次安倍）発足
直後の支持率を大きく下回った。

調査は全国18歳以上の男女
2,000人を対象として10月11日
から14日に実施、有効回収（率）
は1,171（58.6％）だった。

この時期の国内の動きは、
知床観光船、社長逮捕：2022

年４月に北海道知床半島沖で観
光船が沈没した事故で、第１管
区海上保安本部は運航会社社長
の桂田精一容疑者を逮捕した。
同事故は乗客乗員20人が犠牲に
なり、現在も６人が行方不明と
なっている（9月18日）。

東北新幹線、連結外れる：東
北新幹線「はやぶさ・こまち６号」
が宮城県内を走行中、連結部分が
外れ非常停止した。脱線状態には
至らずけが人も発生しなかった。
車両が分離する事故は、東北新幹
線の開業以来、初めて（9月19日）。

能登半島で大雨被害：石川県・
能登半島北部（輪島市、珠洲市、
能登町）で線状降水帯が発生、記
録的豪雨で河川の氾濫や土砂災
害など大きな被害が発生した。死
者・行方不明者も多数確認されて
いる。同地域は今年１月の地震で
甚大な被害が発生した（9月21日）。

代表、総裁、首相選続く：立
憲民主党代表選挙で野田佳彦氏
が新代表に、自民党総裁選で石
破茂元幹事長が新総裁に選ばれ

シェインバウム新大統領が就任
した。旧宗主国のスペインから独
立後、女性の元首は初めて。就
任式にはスペインが政府代表の
派遣を見送っている（10月1日）。

英、インド洋の要衝を返還：
英政府は、インド洋要衝のチャ
ゴス諸島をモーリシャスに返還
すると発表した。同諸島の米英
軍の基地は維持する。英国は
軍事戦略的な重要性からモーリ
シャ独立後も同諸島を領有した
が、近年は国際社会から批判を
浴びていた（10月3日）。

政党支持率　自民 党の支 持
率は前月から2.2ポイント減の
18.9％だった。以下、立憲民主
党は0.6ポイント増の4.6％、日
本維新の会は0.1ポイント減の
2.2％、公明党は1.3ポイント増の
4.0％、共産党は0.2％増の1.5％、
国民民主党は0.3ポイント増の
1.2％だった。支持政党なしは1.9
ポイント減の62.2％だった。

国民の景気感　「良くなった」
は 前 月 か ら0.9ポ イ ン ト 増 の
5.2％、「悪くなった」は2.3ポイ
ント減の40.9％だった。時事世
論景気指数は前月から８ポイン
ト増加して59となった。

暮らし向き　昨年の今頃と比
べて「楽になった」は1.5ポイント
増の4.0％、「苦しくなった」は0.1
ポイント増の40.6％となった。

た。また自民党の石破茂総裁が第
102代首相に選出され石破内閣が
発足した（9月23・27日、10月1日）。

袴田さん、無罪確定：1966年
に発生した強盗殺人事件で、死
刑が確定していた袴田巌さんの
やり直し裁判で、静岡地裁が捜
査機関による証拠の捏造を認定
し無罪判決。判決後、検察当局
は上訴権を放棄した。戦後死刑
事件の再審無罪判決の確定は５
例目（9月26日、10月9日）。

衆議院解散、総選挙へ：石破
内閣が衆議院を解散した。首相
就任から８日後の解散は戦後最
短、自民党派閥の裏金事件が大
きな争点とされている（10月9日）。

国外では、
ペルーのフジモリ元大統領死

去：1990年 に日系 人とし て 南
米で初めて大統領に就任したペ
ルーのアルベルト・フジモリ氏
が死去した。86歳だった。在任
中に日本大使公邸人質事件を武
力解決したが、退任後は人権侵
害の罪等に問われ、長期間獄中
で過ごした（9月11日）。

日本人学校男児、刺殺：中国
南東部・広東省深セン市の日本
人男子児童が登校中に刃物で襲
われ、翌日死亡した。中国外務省
は「偶発的な事件」との見解を示し
た。６月には日本人母子が襲われ
る事件が起きたばかり（9月18日）。

米、0.5％大幅利下げ：米連邦
準備制度理事会（FRB）は連邦公
開市場委員会（FOMC）で、政策
金利を0.50%幅引き下げ、年4.75
～ 5.00%にすると決めた。利下
げは2020年３月以来４年半ぶり

（9月18日）。
イスラエル、ヒズボラ指導者

を殺害：イスラエル軍は、隣国
レバノンの首都ベイルート南郊
でイスラム教シーア派組織ヒズ
ボラの本部を空爆し、指導者ナ
スララ師を殺害したと発表した。
組織を長年率いたナスララ師の
死亡はヒズボラに大きな打撃と
みられる（9月28日）。

メキシコ初の女性大統領就任：
メキシコの左派、クラウディア・

時事世論景気指数

2013年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年
143.8 129.1 126.0 120.0 131.9 130.0 109.9 25.0
21年 22年 23年（11月）（12月）24年 （1月）（2月）
34.6 23.1 56 68 83 77

（3月）（4月）（5月）（6月）（7月）（8月）（9月）（10月）
89 77 59 45 59 61 51 59
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